
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、

現
在
、「
科
学
技
術
と
社
会
を
繋
ぐ
」
と
形
容
さ
れ

る
「
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
３
度
目

の
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
専
門
的
分

析
と
助
言
を
行
っ
た
西
浦
博
教
授
も
著
書
（
注
１
）の
中
で
、

専
門
的
知
見
の
発
し
方
や
、
政
治
と
の
役
割
の
線
引

き
の
難
し
さ
に
直
面
し
た
と
述
懐
し
、
科
学
技
術
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
知
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
概
念
は
非
常
に
幅
広
い
。

一
研
究
者
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ワ
ク
チ
ン
の
解
説
か

ら
、
法
に
基
づ
い
て
任
命
さ
れ
た
科
学
顧
問
達
が
政

府
に
行
う
科
学
的
助
言
ま
で
、
全
て
が
「
科
学
技
術

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
た
め
、

社
会
の
期
待
や
イ
メ
ー
ジ
と
現
状
と
の
乖
離
や
、
今

後
発
展
す
べ
き
姿
に
関
す
る
議
論
に
混
乱
が
生
じ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

本
稿
で
は
日
本
に
お
け
る
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
発
展
の
経
緯
と
特
徴
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
今
後
を
考
え
る
う
え
で
の
視
座

を
読
者
の
皆
様
と
共
有
し
た
い
。

大
学
教
育
か
ら
始
ま
っ
た 

日
本
の
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

最
初
に
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本

で
注
目
さ
れ
た
の
は
２
０
０
５
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、

文
部
科
学
省
科
学
技
術
振
興
調
整
費
に
よ
り
北
海
道

大
学
、
東
京
大
学
、
早
稲
田
大
学
に
科
学
技
術
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立
ち
上

げ
ら
れ
た
。
そ
の
２
年
前
、
文
部
科
学
省
科
学
技
術

政
策
研
究
所
の
報
告
書
で
初
め
て
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
紹
介
さ
れ
、
２
０
０
４
年
の
科
学
技
術

白
書
や
、
２
０
０
６
年
の
第
３
期
科
学
技
術
基
本
計

画
で
も
明
確
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
日
本
の
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
政
策
的
に
導
入
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
（
注
２
）。

　

こ
れ
は
、
１
９
９
０
年
の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
に
お

け
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ（
倫
理
的
・
法
的
・
社
会
的
課
題
）へ

の
注
目
、
１
９
９
６
年
の
英
国
に
お
け
る
Ｂ
Ｓ
Ｅ

（
牛
海
綿
状
脳
症
）問
題
を
契
機
と
す
る
科
学
や
そ
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る「
信
頼
の
危
機
」、１
９
９
９

年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
会
議
に
お
け
る
「
社
会
の
中
の
科

学
」
な
ど
の
世
界
的
潮
流
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

関
連
領
域
・
分
野
と
中
心
的
概
念 

「
ポ
ス
ト
ノ
ー
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」

　

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
関
連
領
域
と

し
て
は
、
科
学
教
育
、
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
広

報
、
Ｒ
Ａ（
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
）、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
等
が
あ
る
。
基
盤
と
な
る
学
問
分
野
は
、
科

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

さ
ら
な
る
確
立
に
向
け
て

北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
准
教
授
・

高
等
教
育
推
進
機
構
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
部
門
部
門
長

川かわも
と本
思ししん
心
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い
っ
た
困
難
な
領
域
に
ま
た
が
る
ポ
ス
ト
ノ
ー
マ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
建
設
的
な
議
論
と
解
決

に
は
学
術
界
と
産
業
界
の
緊
張
感
の
あ
る
共
同
が
必

要
で
あ
る
。
産
業
界
と
の
共
同
と
い
う
点
で
は
、
２

０
２
０
年
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
大
学
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
セ
ン

タ
ー
に
注
目
し
た
い
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

企
業
と
も
連
携
・
共
同
研
究
す
る
形
で
、
Ａ
Ｉ
技
術

を
は
じ
め
と
す
る
新
興
技
術
に
関
す
る
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の

分
析
や
、
関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
共
創
な
ど
の
活
動

を
進
め
て
い
る
。
学
術
界
に
留
ま
る
傾
向
が
あ
っ
た

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
、
産
業
界
も
含
め
た
真
に
超

学
際
的
な
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
移
行

で
き
る
か
が
今
、
試
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ
て
、
私
達

は
リ
ス
ク
に
備
え
る
重
要
さ
を
骨
身
に
染
み
て
学
習

で
き
た
は
ず
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
リ
ス
ク
に
対
し
て

予
見
的
に
備
え
、
対
処
能
力
を
持
つ
科
学
技
術
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

際
、
単
に
「
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
」
と
い
う
伝
え

方
の
問
題
に
矮
小
化
し
て
は
な
ら
な
い
。
制
度
を
整

え
、
よ
り
実
践
的
な
組
織
を
各
所
に
設
置
し
て
い
く

段
階
に
来
て
い
る
だ
ろ
う
。

選
択
肢
に
関
す
る
国
民
的
議
論
」
な
ど
は
あ
っ
た
も

の
の
、
大
半
は
個
人
的
な
活
動
に
留
ま
っ
た
の
が
現

実
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
当
局
の
中
で
、
社
会
に
向

け
て
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

制
度
も
組
織
も
人
材
も
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
３
・
11
を
契
機
と
し
て
改
め
て
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
２
０
１
１

年
の
第
４
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
は
「
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の 

確
立
に
向
け
て

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
科
学
技
術
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
教
育
、
広
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
組
織
的
・
制
度
的
な
基
盤

が
確
立
し
て
い
な
い
中
で
、
リ
ス
ク
／
ク
ラ
イ
シ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
実
行
力
が
期
待
さ
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
実
行
力
と
い
う
点
で
は
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
連
も
見
逃
せ
な
い
。
２
０
１
６

年
の
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
は
「
共
創
的
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
と
の
関
連
で
位

置
付
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
確
立
す
べ
き
科
学

技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
ひ

と
つ
試
金
石
と
す
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
安
全
保
障
輸

出
管
理
、
軍
民
両
用
研
究
、
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
含
む
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
問
題
を
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
学
術
研
究
、
安
全
保
障
、
政
治
、
国
際
関
係
と

学
技
術
社
会
論
、
科
学
哲
学
、
倫
理
学
、
社
会
学
、

言
語
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
政
治
学
、
経
営
学
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
つ
ま
り
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
単
一
の
学
問
分
野
で
は
な
く
、
複
数

の
領
域
に
ま
た
が
り
、
学
術
研
究
者
以
外
も
加
わ
る

超
学
際
的
実
践
活
動
と
言
え
る
。

　

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
付
け
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
複
数
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ポ
ス
ト
ノ

ー
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
を
挙
げ
る
。
ポ
ス
ト
ノ
ー
マ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
と
は
、
科
学
の
体
系
の
不
確
実
性
と
利

害
関
係
の
複
雑
性
が
極
め
て
高
い
状
態
に
あ
り
、
学

術
的
な
「
正
し
さ
」
を
専
門
家
内
の
み
で
決
定
す
る

だ
け
で
は
現
実
の
課
題
解
決
が
で
き
な
い
科
学
技
術

と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
指
す
。
ま
さ
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
科
学
的
に
も
ま
だ
不
明
な

こ
と
が
多
い
ウ
イ
ル
ス
の
性
質
や
そ
の
予
防
・
治
療

法
を
踏
ま
え
つ
つ
、
社
会
的
・
経
済
的
側
面
も
踏
ま

え
た
総
合
的
な
対
策
を
迅
速
に
意
思
決
定
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ポ
ス
ト
ノ
ー
マ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
の
問
題
で
あ
る
。

３
・
11
で
再
認
識
さ
れ
た
課
題

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
と
理
念
を
持
つ
日
本
の
科
学
技

術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
再
び
注
目
を
浴
び
た
の

が
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
で
あ
る
。
放
射
線
の
問
題
や
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
し
て
解
説
し
、
議
論
を

喚
起
す
る
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
期
待
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
部
組
織
的
な
活
動
（
注
３
）

や
、
当
時
の
政
権
に
よ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
の

（
注
１
）�西
浦
博
・
川
端
裕
人
『
理
論
疫
学
者
・
西
浦
博
の
挑
戦 

新
型
コ

ロ
ナ
か
ら
い
の
ち
を
守
れ
！
』（
中
央
公
論
新
社
、２
０
２
０
年
）

（
注
２
）�も
ち
ろ
ん
２
０
０
５
年
以
前
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
活
動
も

あ
る
。
例
え
ば
原
子
力
資
料
情
報
室（
１
９
７
５
年
設
立
）、
市

民
科
学
研
究
室（
１
９
９
２
年
設
立
）、
天
文
学
普
及
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
２
０
０
３
年
設
立
）等

（
注
３
）�サ
イ
エ
ン
ス
・
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
専
門
家
の
情
報
を
整

理
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
提
供
し
た
。
北
大CoST

EP

は
放
射
線
に

関
す
る
電
子
書
籍
を
発
行
し
た
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